
～労働保険の加入要件は？～ 

Q  従業員雇用にあたり、労働保険には加入しなければなりませんか？ 

 

A  労働保険とは「労災保険」と「雇用保険」を指します。 

労災保険は、労働者が健康保険を使うことができない仕事中や通勤途中の事故に対して給

付される保険です。 

 

正社員・パート・アルバイトなど雇用形態にかかわらず、労働者を一人でも雇用すれば適用

事業所となり、加入手続きをしなければなりません。 

 

個人事業主、その同居の親族、法人の役員には原則適用されませんが、労働保険事務組合

に事務委託することで、労災保険特別加入制度を利用することができ、労働者と同様の業務

における労災事故につき、給付を受けることができます。 

    

雇用保険は、離職した場合の失業給付や育児休業給付、介護休業給付などの給付金があり、

労働者だけではなく事業所に対しても、雇用関係助成金など様々な助成金が支給される制

度となっています。雇用保険には加入要件があり、労働者が ①31 日以上引き続き雇用見込

みがある者 ②１週間の所定労働時間が 20 時間以上であること ③学生でないこと（一定要

件あり）のいずれも満たしている場合に加入しなければなりません。 

    

なお、保険料については、労災保険、雇用保険とも業種ごとに料率が定められており、 

賃金総額×保険料率で算定されます。 

年度始めの４月に当年度末までの保険料概算額と前年度の精算額とを合わせて納めます。

概算保険料額が 40 万円（労災保険のみ加入は 20 万円）以上の場合は、年３回に分割納付

できます。 

ただし、事務組合に委託した場合には、金額にかかわらず３分割で納付できます。 

 

 

【お問い合わせは、 ☎03・５８２８・７２００】 

労働保険に加入していない事業所はもちろん、すでに加入している事業所もお気軽にご相談ください。 

 

 

 



 



 


